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論文内容の要旨
本論文は.機能主義文法の立場から，英語の指定文の様々な特性を叙述文などの諸特性と対比させなが
ら明らかにしようとしたものであるリ
論文は序章と終草を合せて12の章からなっているu 序章「移動現象と陪定文・叙述文」では基本的概念
と論火;の枠組みを説明し，第1章以トでは個別的な構文分析を行い，終章「指定文と談話文法Jでは各章
のまとめと談話文法の観点からの指定文分析を行っているじ第1から第10章までのタイトルと内特は下に
述べるとおりであるつ
第L章 I分裂文における指定の京要性j u これまで1分に検討されることのむかった分裂文における焦
点要素とthat節の多様な関係について論じている。第2章「疑似分裂文の諸特性J0 疑似分裂文の~Jで主
にAllおよび:vJhat'こ導かれる構文の文法的特徴を分析している。第3章「転位化と焦点化l。従来あまり考
察されることのなかった転位化と焦点化を合む指定文を取り卜げて，その諸特性を考察している。第4章
I指定丈におけるゆらぎ」。分裂文と疑似分裂文の焦点要素の左方転位化を取り上げている。通常の指定
関係ではなく一つの文に二重の意味関係が折りたたまれていると考えられるものをゆるやかな同定(Sloppy
Idcntification)を含む文と規定し，このゆるやかな同定関係は分裂文と疑似分裂文にともにみられるも
のの，その読みが常に半行的であるとは阪らないことを明らかにしているじ第5章「複合的指定文」。開P
bc NPJ sというて項関係にJ毒づいた形;示よからなる指定文が複数個結合してできた複合的指定分裂文を中心
に考察しているつ第6章「指定文における省略現象」。指定文一般における構成要素の省略現象を考察し
ているれその過程で，毛利(1962)が行った分析は，文の構造に関する英語学研究の一つの方向を予見した
ものであることを明らかにしている。第7草「相と群れ一指定の連続性めぐってー」。前半部におい
ては， Veclerck(1988a， b)が分析した制限的whcn節を取り上げ，繋辞のb巴動~，;jに先行する吏素としては，
文以外に名司令]の場合があること.および，これらの名詞句の指示内容は変項の一部であることを明らか
にしている。後半部では， whateverのような-everが付加された臼由関係詞節を含む疑似分裂文を取り上
げ〉話題化と転位化について考察している。第8挙「個体と状況の指定」。分裂文と疑似修飾節を含む指
定文を対比的に分析している。前、ド部では，両構文の相違を説明するために一つの患味論的制約を提案し
，後、ド部では，独立文を焦点要素としてとる導入の分裂文のnJ能性について論じているc 第9章「不定詞
節を含む指定文と叙述文」。前、ドでは，繋辞のbc動詞を含む:プ極類、の構文を取り上げ.構造的な国iよりは
怠味論的な函を，ギ.として指定と叙述という観点から考察している。後半部では.二種類の不定詞関係詞
節構文を取り上げて，統語論的・意味論的特性を考察し.それらが意味論的には指定文として分析するこ
とができることを明らかにしている、第10章 iWll疑問文における指定関係」では，先行するWH疑問文
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(Ql)と後続の疑問文(Q2)からなる特殊Wll疑問文を取り上げて.その形式的・語周論的特性を分析しこの
ような特殊WH疑問文は.Q:に表わされた変項に対して，ある航(02)を指定することが適切であるかどう
かを問うている指定文であることを明らかにしている。
論文審査の結果の要旨
本論文で-扱われる指定文の某本形は，“Hisname is Joc."のような文によって例示されるように，①
fAはBだJ(NPI be NP2)の形をとり，②二つの名詞句の指示文J象の-hが未指定のもの(論者は「変項」
と呼ぶ)を.他方がその未指定のものを指定する項(論者は「値」と呼ぶ)を表すという特徴を有してい
る。日;常会話においても学術的な議論においても頻度の高いこのような文を情報伝達機能を重視する寸.場
から研究することは，英語学の研究者のみならず，三訴による情報伝達の諸相を明らかにしたいと考える
者にとっても，きわめて有益である。その指定文を様々な角度から執助なまでに考察した本論文は，論者
の「発見の集積」とも言うべき労作であり，説明しにくい箆雑なデータを排除せずに，執筆段階において
考えられた指定文をほとんど洩れなく取り上げて分析した入念な姿勢は作目に備する。
たとえば，通常の分裂文では個が焦点要素としてとられるため，変項と値との関係は一対ーが標準的で
あるにもかかわらず，論者は第1章「分裂文における指定の重層性」において，標準的でない複雑な分裂
文，すなわち重層的指定関係が認められる構文をまず分析する。この分析はこれまで十分に検討されるこ
とのなかった多様な関係を明らかにするものである。
また，第4常「指定文におけるゆらぎjでは."[f YOu want human beings， it is that 1 am." (く"If
YOU want human beings. 1 am that."+"A human being is what 1 am.")のように，通常の指定関係では
なく，折り畳まれた二竜の意味関係が存在すると考えられる文を取り上げ，このプー重の意味関係、は分裂文
と疑似分裂文にともにみられるものの，両者の読みが常に半行的であるとは限らないことを明らかにして
いる〉この分析においても論者の研究姿勢は十分に生かされているの
第10章 iWH疑問文における指定関係jでは."What did YOu do. rob a bank?" /“愉atwas the truth? 
That he loved her?"のように，先行するWH疑問文(QI)と後続の疑問文(02)からなる特殊WH疑問文を
分析している。論者によれば.このような特殊WH疑問文はQIに去された変項に対して.ある値(Qz)を指
定することが適切であるかどうかを問う文であり.一般のWIT疑問文の場合と同械に指定文と与えること
ができるという。一つの文が情報要求とともに情報提供も巣たしていることに法目して，論者はこのよう
なWH疑問文の役割は特異的であり，その特異性からアイロニー・当てこすり・非難といった含意が派生
的に生み出されると主張する。注意深い観察に支えられたこの主張は説得的である。
終章「指定文と談話文法」では，第1章，第3章，第4草，第5草などで部分的になされた談話レベル
の指定関係の分析を踏まえて.文を越えたレベル(=談話レベル)の指定関係をさらに考娯している。分
析の対象は，異なる三つのタイプの指定文が連結されたときの意味的関係および情報構造，づっの指定文
が連結されたときの文構造などである。機能主義文法の立場に立つ論者が談話レベルに目配りするのは当
然とは言え.この幸は論者の姿勢の確かさと研究者として恵まれた資質をとくに強く!惑じさせる。
詳しく述べる余裕はないか，ほかの章もそれぞれに精織であり.入念である。序章が読む者に強い緊張
と忍耐を強いること.指定文という見方にとらわれすぎたかに思われる簡所があること，長大な用例を提
示して説む者を昨易させることがあることなども.上にたBべた資質と結びつけて理解すべきであろう。令
体として，本論文は，指定文に関する知的蓄積をよく整理継示しながら研究を着実に一歩進め，敬遠され
がちな領域の魅力と広さを十分に不したものとして高く評価することができる。
以上の所見により，本論文は大阪市立大学博寸-:(文学)の学位を授与するに値するものと認められる。
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